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7.6  雪氷処理の迅速化に関する技術開発  

研究予算：運営費交付金（一般勘定） 
研究期間：平 20～平 22 
担当チーム：寒地機械技術チーム 
研究担当者：牧野正敏、佐々木憲弘、石川真大、

中村隆一 
 

【要旨】 
北海道における国道の除雪延長は年々増加しているが、除雪費は道路維持管理に係る経常経費の縮減により、

減少傾向にある。よって道路利用者の旅行速度確保などのニーズや異常気象時における迅速な雪氷処理作業の対

応を行うためには、積雪状況等の変化や除雪状況をリアルタイムに把握し、迅速で効率的な除雪作業をマネジメ

ントする必要がある。 
本開発は、雪氷処理の迅速化に資するため、基幹システム（除雪機械の動態をＧＰＳにより把握可能な除雪機

械等情報管理システム）をベースに除雪機械の弾力的な運用を可能とする除雪機械等マネジメントシステムを構

築し、道路維持管理業務のより一層の効率化、高度化を目指すものである。平成２０年度は除雪工区の弾力的な

運用を行う「ダイナミック工区シフト支援」及び凍結防止剤散布車等の「散布日報（散布箇所・散布量）作成支

援」を行うためのシステムを開発し、現場での試行運用を実施した。 
キーワード：除雪機械、施工管理、GPS、運用支援 

 
 

1．はじめに 
北海道は、都道府県の中で最も広い約８３，４５６ｋ

ｍ2の面積を有しており、日本の総面積の約２２％を占め

る。１）また都市間の平均距離は、約１４０ｋｍある広域

分散型の積雪寒冷地域である。 
平成２０年度における北海道開発局の除雪事業は、１，

０２３台の除雪機械を用いて、一般国道約６，５５０ｋ

ｍの除雪を行っている。北海道における国道の除雪延長

は年々増加しているが、除雪費は道路維持管理に係る経

常経費の縮減により、減少傾向にある。よって道路利用

者の旅行速度確保などのニーズに応じるためには除雪作

業をマネジメントし、迅速かつ効率的な除雪作業を支援

するシステムが必要である。 
本研究では、除雪機械の動態をＧＰＳ及び各作業セン

サーにより把握・蓄積可能な基幹システムをベースに、

様々な道路管理データ（注意報、警報等の気象予報デー

タ及びテレメータ等）を相互連携させ、除雪機械の弾力

的な運用支援を行うシステムを開発することで、道路維

持管理業務のより一層の効率化、高度化を目指している。 

 
2．研究実施内容 
本研究では迅速かつ効率的な除雪作業を行うため、下

記の技術開発に取り組んでいる。 

(1) 除雪機械等マネジメントシステム（運用支援システ 

ム）の開発 

(2) 除雪情報提供システムの開発 

(3)冬期道路積雪状況計測技術（雪量計測システム）の 

開発 

平成２０年度は除雪機械等マネジメントシステムの代

表的なメニューである、除雪工区の弾力的な運用を行う

「ダイナミック工区シフト支援」及び凍結防止剤散布車

等の「散布日報（散布箇所・散布量）作成支援」を行う

ためのシステムを開発し、現場での試行運用を実施して

いる。また、運搬除雪の施工管理を行うための雪量計測

システムの開発を実施している。 

 
3．基幹システムの概要 
円滑な冬期道路交通を確保する上で除雪機械は重要な

役割を果たしているが、出動している除雪機械がどこで

どのような作業を行っているか等、現地の詳細な作業状

況をリアルタイムに把握する手段は存在していなかった。

そこで、北海道開発局では、これら除雪機械の動態をＧ

ＰＳにより把握可能な、除雪機械等情報管理システム（基

幹システム）を平成１７年度に導入した。この基幹シス

テムを導入することにより、今まで不可能であった地図

上でのリアルタイムな除雪進捗状況の把握や過去の作業
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履歴確認が可能となる。また、効率的な除雪作業の実施、

日々の施工結果の確認、豪雪災害対応等、様々な場面に

おいて道路の維持管理業務の高度化、効率化が期待され

ている。 
基幹システムは、除雪機械から送られてくるリアルタ

イム位置・作業情報を収集管理し、リアルタイムな除雪

進捗状況の確認を行うほか、データを蓄積することで除

雪の施工結果の確認、災害発生時等に過去の状況等を迅

速かつ的確に確認できる機能を有している。 
各種情報を伝送する媒体は、北海道開発局で整備した

光ファイバー網と無線ＬＡＮを有効活用した通信方式を

基本とし、民間通信媒体を併用することで路線全体をカ

バーしている。 
基幹システムの全体機器構成を図－１に示す。また、

基幹システムの基本機能である「除雪機械位置の確認」

画面、「作業履歴の確認」画面を図－２、図－３に示す。 
平性２０年度末現在では、除雪機械２５６台（内、作

業情報を取得可能な車載器１１２台）の稼働状況が基幹

システムで把握できる。 
 

4．除雪機械等マネジメントシステムの基本構想 
基幹システムで入手した除雪機械の位置・作業情報と、

道路管理データ（注意報、警報等の気象予報データ及び

テレメータ等）を連携させ、道路管理における除雪マネ

ジメントが可能なメニューの設計、開発、導入について

検討を行った。除雪マネジメントとは、除雪計画の策定

（Plan）、計画の実施（Do）、評価（Check）、処置（Action）
といった「PDCA」サイクルを実現させ、道路管理業務

の効率化及びサービスレベルの向上を図ることを指す。

ここでは、除雪マネジメントの基本構想について紹介す

る。 
4．1  除雪計画支援 
除雪工区の見直しや除雪機械の適正配置の検討には、

過去の膨大な稼働データや気象データ等の整理に多くの

時間を要するが、位置・作業情報と気象データを蓄積し、

データベース化することで必要なデータが容易に検索可

能となり、除雪計画をより効率的に作成することが可能

となる。 

4．2  出動判断支援 
除雪機械の出動判断は、通勤通学前に除雪作業が終了

することが目標とされており、その判断は現場の経験に

よるところが多い。蓄積した除雪機械の作業履歴情報と

気象データのデータベースを活用し、現在の気象情報に

より出動タイミングをガイダンスすることで、経験が少

 
 
 

図－２ 除雪機械位置の確認画面 

図－１ 基幹システム全体機器構成 

図－３ 作業履歴の確認画面 
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ない職員、現場代理人等でも効率的な待機出動判断が可

能となる。 

4．3  ダイナミック工区シフト支援 
除雪作業は、通常担当工区内についてのみ行われ、か

つ他工区の作業状況は把握不可能であるため、異常気象

時等は隣接工区間の除雪格差が発生する場合がある。 

これらを鑑み、局所的な大雪が発生し、隣接工区に応

援が可能な場合は、あらかじめ決められたシフト箇所ま

で工区を変更することで、除雪に必要なトータル時間の

短縮を図ることが可能となる。 

4．4  豪雪災害対応支援 
豪雪災害時の除雪機械の位置や作業進捗状況の把握は、

無線や電話等による通信手段を用いており、状況把握や

指示に時間を要しているのが現状である。 

本システムにより応援可能な機械や作業進捗状況をリ

アルタイムに確認することや、出動指示等をシステムで

行い、時系列データを自動作成することで、情報の共有

化による迅速な災害対応や、対応結果の効率的な確認及

び整理が可能となる。 

4．5  散布日報（散布箇所・散布量）作成支援 
凍結防止剤・防滑材の散布は、気象条件、路面状況等

により適切な散布剤(材)を用い、道路利用者の安全性を

確保した上で最小限の散布量に努める必要がある。これ

らを管理する散布日報は、あらかじめ決められた様式に

手入力で散布車等の設定情報を記入しなければならず、

請負業者の大きな負担となっている。 

本システムにより、散布車等の操作パネルの設定情報

と位置情報を収集し、地図上に散布箇所及び散布量を機

械毎に表示することで、散布情報の詳細な確認が可能に

なるほか、効率的な散布日報作成作業が可能となる。 

 

5．除雪機械等マネジメントシステムの開発・試験 
 除雪機械等マネジメントシステムの基本構想に基づき、

平成２０年度は「ダイナミック工区シフト支援システム」

「凍結防止剤散布情報提供システム」を開発し、除雪作

業における試験を実施した。 

5．1  ダイナミック工区シフト支援システム 
5．1 ．1 ダイナミック工区シフト支援システムの開発 
 ダイナミック工区シフト支援システムは図－４に示す

ように、通常時の転回場所（工区境）以外にあらかじめ

複数の転回可能地点を登録しておき、監督員等が指定す

る場所で除雪機械が転回した場合、出発地点（除雪ＳＴ

等）に何時に戻ってくるか「作業終了予想時刻」を提供

するものである。監督員等はこの作業終了予想時刻によ

り、工区シフト実施の判断を行う。 

 図－５は、実際に工区シフトを行うことを想定したシ

ステム画面である。国道３９号に除雪機械Ａが、国道３

３３号に除雪機械Ｂが除雪作業を行っている。仮に国道

３９号の除雪作業が遅れている場合、それぞれの除雪機

械の除雪ル－ト及び通過時間を表示させ、さらに新たな

転回場所を指定し、シフト後の予想ルート及び作業終了

時刻（除雪ＳＴ到着時刻）をシミュレーションすること

図－５ ダイナミック工区シフト画面 

図－４ ダイナミック工区シフト構想図
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により、監督員は工区シフト実施の判断を行う。なお作

業終了予想時刻は、通常時の使用を想定した過去の平均

的な除雪速度から算出した時刻と、豪雪災害時や特定箇

所の異常気象時の使用を想定した直近の平均除雪速度か

ら算出した時刻の２種類の提供を行う。 

 

5．１．2  ダイナミック工区シフトの試行 

 基幹システムの提供は北海道開発局職員に対し実施し

ており、網走開発建設部では平成１９年度より基幹シス

テムのリアルタイム除雪機械位置情報を用いた工区シフ

トの試行を行っている。平成２０年度は札幌開発建設部、

網走開発建設部の除雪工事請負業者に対してもシステム

提供を実施した。 

 平成２０年度に開発したダイナミック工区シフト支援

システムについては、網走開発建設部が実施する工区シ

フト試行に合わせ、除雪作業終了予想時刻のシミュレー

ション試験を実施した。 

平成２１年２月２８日に網走開発建設部網走道路事務

所管内で実施した工区シフト位置図を図－６に示す。小

清水工区が、隣接する女満別工区を支援する。支援路線

は一般国道３３４号で、転回場所を明星北浜線まで約８

ｋｍシフトする（シフト区間①）。支援を受けた女満別工

区は、網走工区の一部を支援する。支援路線は一般国道

３９号で、転回場所を道の駅（メルヘンの丘めまんべつ）

まで約１４ｋｍシフトする（シフト区間②）。 

 

上記の工区シフト試行において、小清水工区の除雪ト

ラック（２０－２１０５）がシフト（女満別工区に応援）

しなかった場合のシミュレーション結果を図－７に、シ

フトした場合のシミュレーション結果を図－８に示す。

斜里ＳＴを４時に出動してから現在（シフトシミュレー

ション実施時刻）までの作業ルートは点線で表示され、

転回場所を指定した後の予定ルートは実線で表示されて

いる。各地点の予想時刻は、上段は過去１年間の平均作

業速度（平均）より算出した到着予想時刻、下段は現在

の作業速度より算出した到着予想時刻を提供している。

システムで計算された到着予想時刻（図－８）と、実際

のＳＴ到着時刻を比較してみると、過去の作業速度より

算出した時刻が６時４３分、現在の作業速度より算出し

た時刻が７時２１分であったのに対し、実際の到着時刻

は６時２２分であり、終了時刻の目安としては概ね妥当

といえる。 

 

 
また、ダイナミック工区シフト支援システムの試験を

行った結果、下記のような問題点があることがわかった。 

・除雪機械があらかじめ登録した作業予定ルートから外

れるとエラーが生じる。 

・表示までに時間がかかりすぎる。 

・応援する機械、応援される機械を対で指定しなければ

図－８ シフト有りシミュレーション（小清水工区）

図－７ シフト無しシミュレーション（小清水工区））

図－６ 網走道路事務所管内工区シフト位置図 
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ならない。 

 上記問題点については、ユーザーニーズも考慮しなが

ら改善の検討を行う予定である。 

5．2  散布日報（散布箇所・散布量）作成支援システム 
5．2．1  散布詳細情報 

凍結防止剤を散布する際は、散布車の運転室に設けら

れた「操作パネル」にて、散布のＯＮ／ＯＦＦ、散布剤

の種類（砂類、塩類）、散布量（ｇ/ｍ２）、散布幅、散布

方向、湿式割合を都度設定し、散布を行っている。これ

らのうち何れかの操作があった場合に、散布設定情報と

位置情報を合わせてサーバに送信し処理することで、い

つ、どこで、どれだけ散布したのかが把握可能になる。

また散布設定情報に走行距離情報を付加することで、日

散布量の算出が可能となるほか、除雪工事請負業者が作

成している散布日報に必要なデータ取得が可能となる。 

平成２０年度に開発した散布日報作成支援システムを

使用し、実際の凍結防止剤散布車等から取得した散布情

報データの提供画面を図－９～１０に示す。 

 

 
図－９は札幌道路事務所管内で散布作業を実施した凍

結防止剤散布車から取得した散布位置情報である。散布

位置は道路の進行方向に対して左側にマークされ、○印

は散布開始・終了地点、線がつながっている場所は連続

して散布したことを意味している。設定散布量は凡例に

あるように色分けして表示し、○印にカーソルを合わせ

るとその地点での散布時刻、位置（ＫＰ）、詳細な散布設

定情報が表示される。 
 図－１０は滝川道路事務所管内で散布作業を実施した

散布装置付除雪トラックから取得した散布位置情報であ

る。必要な箇所にスポット散布を行っていることがシス

テム画面から読み取れる。 

 さらに、図－１１に示す散布履歴情報一覧をダウンロ

ードすることによって、詳細な散布情報をＣＳＶ形式で

取得できるため、散布日報作成時に利用することが可能

である。 

 

5．2．2  散布量の集計 

 １日のトータル散布量の精度について、除雪工事請負

業者が記入している散布日報との比較を行った。その結

果、１日当たり散布剤使用量とシステムで集計された散

布量との間に誤差が生じる結果となっている。詳細につ

いては現在解析中であるが、想定される要因（散布車の

油圧ポンプ能力、比重、散布幅設定等）について今後検

討を行う。 

 

6．システム利用状況及びアンケート調査 
6．1 システム利用状況 

 除雪機械等マネジメントシステム（基幹システム含む）

の利用状況について、アクセス数の調査を行った。平成

２０年度から北海道開発局の職員に加え、札幌・網走開

発建設部管内の除雪工事請負業者に対してもシステムの

提供を行っている。 

 図－１２にシステムアクセス数の推移を示す。アクセ

ス数と札幌と網走の降雪量との関係を比較すると、降雪

図－１１ 散布履歴情報一覧 

図－１０ 散布位置の表示例（スポット散布） 

図－９ 散布位置の表示例（連続散布） 
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量の多い日にアクセス数が増えている状況が確認できる。

特に１２月２６日、２月２１日の豪雪では、多くのアク

セスがあったことが確認できる。またアクセスログを詳

細に調査した結果、最も利用が多い機能は「作業実施状

況の確認」画面、次いで「除雪機械位置の確認」画面で

あった。 

 

6．1 システムに関するアンケート調査 
 システムの利用状況及びシステムに関する改善点等を

調査する目的で、札幌・網走開発建設部の維持・機械担

当職員及び除雪工事請負業者を対象とし、ＷＥＢによる

アンケート調査を実施した。札幌・網走開発建設部職員

３０名、除雪工事請負業者２５名、その他３名、計５８

名からの回答を得られた。また網走開発建設部管内の各

道路事務所、各除雪工事請負業者に対して、システムを

どのように利用したか、システムに対する要望事項等の

ヒアリング調査を実施した。 

 図－１３に示すように「除雪機械位置の確認」につい

ては、「毎日利用」から「週１回利用」が５２％、「豪雪

時のみ利用」を合わせると９１％となり、除雪機械の位

置情報が定期的に活用されている実態がわかった。また

利用目的・用途については、「自工区所属の除雪機械位

置・作業内容の確認」が最も多く、次に、建設部職員は

「道路利用者・警察からの問い合わせ対応」、除雪工事業

者は「他工区除雪機械の位置・作業情報確認」に利用し

ていることがわかった。 

 

 システムの活用事例をヒアリングした結果、除雪工事

請負業者は、「自工区の除雪進捗状況を確認しながら凍結

防止剤散布車の出動タイミングを図る」、「散布履歴で指

定した場所への散布がされているかの確認に利用した」

等の回答があった。道路管理者は、「道路利用者からの問

い合わせや警察からの散布要請に対し、システムを確認

して現在の作業状況を説明した」、「豪雪時に除雪工事請

負業者との連絡が取りにくくなった時の除雪進捗状況の

確認に利用した」等の回答があった。また２月２１日の

豪雪時には「救急車の先導を行うため、近くで作業して

いる除雪車をシステムで探した」、「システムを見て隣接

工区の除雪が遅れていると判断し、応援を送った」とい

う事例も紹介された。 

 システムの改善要望を調査した結果、全般的にシステ

ムの動きの遅さに関する要望が多く出されていた。ユー

ザの利用環境（通信回線）にもよるが、システムの利用

を推進するためにも、表示速度の改善は必要と考える。

また、付加機能として気象情報、通行規制情報、道路画

像情報等の関連情報の表示に対する要望が多く出されて

いる。これは除雪車の位置・作業情報と合わせて、現地

の状況を把握する必要があるとの要望であった。 

 

7．運搬除雪の施工管理を行うための雪量計測システム 
 積雪寒冷地では、路側の雪堤が成長すると、交通傷害

等の原因となるため、この雪を排除し、車道幅員を広く

すると共に、次の降雪時の堆雪スペースを確保するため

運搬除雪作業が行われる。 

この運搬除雪作業の施工管理は現在、人力作業にて行

われている。そこで、これらを自動化し、効率性、正確

性を改善することを目的に、レーザスキャナを用いた雪

量計測システム（以下システムという）を試作した。 

図－１３ 「除雪機械位置の確認」利用頻度 

図－１２ システムアクセス数の推移 
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 このシステムは、2 台のレーザスキャナで、ロータリ

除雪車のオーガ前方、掻き込まれる前の雪堤断面形状を

計測し、ロータリ除雪車の進んだ距離から雪量（雪堤体

積）を計測するものである。2 台のレーザスキャナを用

いることで、様々な断面形状を死角無く計測することが

できた。 

 今後、このシステムの中枢である雪量計測プログラム

においてリアルタイム表示にも対応した高速化等のロジ

ック検討を行い、システム全体が実際の除雪作業時にど

のような不具合等が発生するか等調査を行う。さらに実

際の運搬除雪作業での試行を検討する。 

 

8．まとめ 
 本研究は、冬期道路利用者の旅行速度確保及び異常気

象時における迅速な雪氷処理作業の対応を目的に、除雪

機械のリアルタイム位置・作業情報を駆使し、除雪機械

のマネジメント及び弾力的運用を支援するシステムの構

築を目指している。今年度はダイナミック工区シフト支

援及び散布日報作成支援の試行を実施し、システムユー

ザである道路管理者及び除雪工事請負業者の意見を取り

まとめた。 

また、運搬除雪作業の施工管理の高度化を目指し、雪

量計測システムの開発を行った。 

今後はより効率的な除雪機械の運用支援の実施を可能

とするシステムの開発を進め、冬期道路管理の効率化に

取り組んでいく予定である。 
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TECHNICAL DEVELOPMENT FOR PROMPT SNOW AND ICE REMOVAL 
 
Abstract ：While the length of national highways on which snow removal is conducted in Hokkaido increases year 
by year, snow removal costs show a decreasing tendency due to the reduction of the budget for road maintenance 
and management.  It is therefore necessary to monitor changes in snow conditions and snow-removal status in 
real time, and to manage prompt and efficient snow removal operation to satisfy the needs of road users (such as 
ensuring travel speeds) and achieve prompt snow and ice removal during abnormal weather conditions. 

To contribute to prompt snow and ice removal, this development project aims to construct a management 
system that enables flexible operation of snow-removal machines based on a main system (an information 
management system that can monitor the operational status of snow-removal machines using GPS) in order to 
achieve further efficiency and sophistication of road maintenance and management operations.  In FY 2008, 
systems were developed to implement support for the dynamic shifting of snow removal sections toward flexible 
operation and to support the preparation of daily application reports (detailing sections and amounts) for spreader 
vehicles.  Trial on-site operations were also conducted. 
 
Key words : snow removal machines, management system, GPS, operational support     



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


